
























この章ではそのオルフェウス神話の複雑に絡み合った構造を読み解き、オルフェウスの神話における役割を論ずる。ウィリアム・フライエ ト 『オルフェウス、ポリスの遁走曲』という論文のなかで、次 よう 述べている。「この章で私はオルフェウスの特徴について論じる。オルフェウスの物語は不在の物語であり、かつ冥界の旅の物語である。ギリシア
神話で、オルフェウスは極めつけの境界線である死の世界の境界線を越えてしまう、越境者である。その音楽はポリス（都市国家）のことば以前のことばであり、ポリスのありきたりのことばとは交わらない。オルフェウス神話を通じてギリシア文化 、ポリスの制度を越えるような、そして奇妙なことに、そうすることでポリスの制度を強化するような、神 儀礼の一群を思い起こすことになる、みずからのもっとも古い伝統に立ち返るのだと私は言いたい。ひとはオルフェウス神話を、より豊かで有機的なまとまりを創る を助ける副音程に向かうポリスの音程からの対位法的な逃走、 なわちポリスの遁走曲だと見 すことができる。 （ 『神話とポ ス』所収『オルフェウス、ポリスの遁走曲』以下同書
p.32 ） 」
ここではいきなり、生死の世界を越える境界侵犯の人として、オ フェウスが紹介される。あの世へ行って帰って来る、という境界侵






























対者や犠牲者として、関わっている。…この矛盾の解決策は戦士であれ詩人であれ、英雄をテラポーンすなわちお付きの従者と見なす習慣のなかにある。儀礼の身代 りと う意味のテラポーンの語源は、その語の潜在的な意味合いを示している。ナディア・ヴァン・ブロックは、テラポーンというギリシア語は紀元前千年よ 前にヒッタイト語のタルパッサないしタルパン、タルパナリから借りて たことばであることを示した。このヒッタイト 穢れた要素を投影できるもう一人の自分、言い換えれ 儀礼の身代わりという意味を持つ。神は英雄に対し恵みと災いの両方をもたらす。このテラポーンの概念をオルフェウスに当てはめるのは、それほど簡単ではない。というのも、オルフェウスの場合、仕える神は一人ではなく二人 て、それぞれの神がこの英雄詩人に対して異なる関係を持つことに るからだ。 （
p.40 ） 」
ディオニュソスとアポロンは、オルフェウスに対して両義的な関係にある。 ディオニュソスは同時に恩恵と害を与え 。オ






系譜に立つが、ディオニュソスとオルフェウスは秘教の開祖として共通の特徴を持つ。ディオニュソスとオルフェウスの違いは何かと私は長年考えてきたが、両者の違いは一言でいえば存在の強度の違いである。ディオニュソスは生の陶酔を司り、ニーチェ的に言えば力への意志を示す神である。詩人であり、予言者 あり、無残な死を遂げるオルフェウスは存在の強度が弱く、ヴァルネラブル（攻撃誘発性を持つ者）であり、フラジャイル（繊細な壊れやす もの）である。ディオニュソスは強力な宗教の主宰者だが、オ フェウスは死との境界 越えるという意味 も、音楽で自然と一体化するという意味でもシャーマン的な要素を持った聖人の原像である。
ヴァルネラブルでフラジャイルな の性質はすでにその名前のなかに刻まれている。「オルフェウスという名の語根 （オルフ） はいろんな意味で解釈されてきた。 シャントレーンはそれをインド・ヨーロッパ語族のオルブフ、
すなわち、奪われた、という語に解釈した。オルフェウスである いうことは何かを奪われた、引き離されたということだ。妻エウリュディケを失ったためにオルフェウスは嘆き悲しむ者の原像的存在である。愛する人から引き離され 自分の胴体からも引き離されてオルフェウスの頭部は ポリスとの関わりから見たオルフェウス神話 他者性の象徴である。 （
p.46 ） 」
オルフェウスは語源的に失われた者、引き離された者、奪われた者を表わしている。誘惑者オルフェウスにつきまとうヴァルネラビリ


































er ） 」なのである。これはホメロスの時代から、神々が「アタナトス（死なない） 」と形容されるの

























られない、というのは愛情の普遍的なテーマである。エウリュディケは冥府の闇に落ちてゆき、 二度目の喪を迎える。詩心を連 帰るこ に失敗したオルフェウス 、存在の強度をさらに失う
女性に興味を示さないオルフェウスにトラキア バッコスの信女が眼をつける。「そのような一連の歌によって、トラキアの楽人は木立や野獣や岩を引き寄せていた。そこへ、胸に野獣の毛皮を羽織ったキコネス人
の心狂った若い娘たちが、丘の上から、心誘うオルフェウスの弦 歌 打たれて 近づいてきた。
そのなかで誰かひとりが、髪をそよ風になびかせて、見よ、ほらここに私たちを蔑ろにす 者がいる、と言う。そしてアポロンの詩人














を離れても竪琴は音を発し、首だけに ってもオルフェウスの舌 歌う。 「オルフェウスの霊は地下へ下っ 」 「いくらエウリュディケを振り返っても今では安心なのだ」とこの話は結ばれる。 存在の強度が極めて薄い。
自存力が欠如している。そ 壊れやすさがオルフェウスの魅力であり詩的なもの 本質を突いている。オルフェウスは二度死ぬことで、










ス）の『テュアナのアポロニオス伝』１の訳者奏剛平による紹介を見てみよう。「紀元後の一世紀のローマ世界もひとりの魅力ある人物を輩出した。途方もなく魅力ある人物である。その人物はアポロニオスと呼ばれる。彼は小アジアのカッパドキア近くのテュアナと呼ばれる町出身のため、 『テュアナのアポロニオス』 と呼ばれることが多い。彼はピュタゴラスを信奉する哲学者で宗教家であった。彼は宗教改革者でもあった。さまざまな聖所を訪れては神々への正しい礼拝の仕方や供犠の仕方を勇気 持って説いた人物である。この人物は賢者がいると聞けば、遠近を問わずその人のもとを尋ねた。遠くは東のインドの賢者たちを訪ねている。駱駝に乗って ある。西はヘラクレスの柱が境になっているガディラの町まで行っている。彼はヘレニズム時代にまま見られた大旅行家であ た。ヘロドトスが思い起こされる。ストラボンが思い起こされる。この人物 周囲に 彼とともに知恵を探求するものが蝟集したが、 彼ら 哲学者が着るぼろ切れをまとって 、 彼 もに行動し、 彼の哲学談義に注意深く耳を傾けた（同書ⅱ） 。 」テュアナのアポロニオスはインドからスペインまで旅した 聖者である。 ピュタゴラス派の系譜に属する彼はしばしば奇跡を行い、















図が突出していることが、その歴史的信頼性に疑問を投げかけることになる。アポロニオスの人生の諸段階はピュタゴラ の人生のそれをたどり直すも である。彼はタルソスで学び、それからアイガイで哲学の学習を終え、ピュタゴラス 教説をヘラクレイアのエウクセノスなる人物から学んだという（チェントローネ
p.223-224 ） 。 」
ここで大事なのはテュアナのアポロニオスがピュタゴラスの再来として生きることを欲し、ピュタゴラスの人生をたどり直したという
点である。 異教の聖人像にはモデルとしてさらに哲人ピュタゴラス いう祖型が居た いうことになる。 アポロニオスの人生 どこがピュタゴラス的であったのか。チェントローネはさらに続ける。「
16歳にしてついにピュタゴラスに従って生きることを決心し、アスクレピオスの神殿の近くに居を構え、ピュタゴラス派の典型的な
規定に従った（菜食、動物の革を用いない、等々） 。沈黙の儀式の期間の後 彼は巡礼を始め、バビロニアのマゴス僧、インド バラモン、エチオピアのギュムノソピスタイ
[ 裸行者
] を巡ったという。ピュタゴラスの生との類似は彼の「政治的な」活動にも見られ、多くの都
市の内部の衝突を和解に導いたとされるが、特にピュタゴラス の類似が見られる は、伝道者として特別な力を持った奇跡を行う人としての活動である。アポロニオスは予言の力を持ち、悪魔を追い払い、死者を再び目覚めさせ、悪疫から免れさせ、違った場所に同時に現れた。全体として、彼 生は聖人 ことの一つの典型である（同























この時代にこのような深遠な議論が交わされていたこと自体 驚きであ （資料の虚構性を差し引いても） 。アポロニオスはピュタゴ











は次のようなものだ。「イエスは弟子たちと、ほとんどいつも野外で暮らした。あるときは岸辺につめかけた聴衆に船上から話しかけ、あるときは湖のそばの丘の上に腰を下ろすのだった。そこは空気が澄みきって視界は遠くあかるい。信者たちは群れをなして、咲き初める花のようにイエスがふりまく霊感を楽しみ がら、あとをついて歩いた。ときおり人々は、素朴な質問やおだやかな疑いを口にした。イエスはそれに対して、微笑するか、その人をチラと見るだけだったが、人々はそれ以上詮索せず、黙ってしまうのだった。飛び行く雲、春に芽をふき秋色づく麦の穂。イエスとともに歩む先々に見えてくるこうし ものは、やがてきたるべき、み国のしるしと映じていた。人々は明日にも神を見、神が世界を支配する 信じていた。涙は喜びに変わり、慰めがあまねく地上に到来しようとしているのだ（同書
119
－
120 ） 。 」
「群衆を見て彼は山に登った。彼が座ると弟子たちが来たので口を開いて教えた。心 貧しい人々は幸いである。天の国がある である。悲しむ人々は幸いである。彼ら 慰めを得る 柔和な人々は幸いである。彼らは地を受け継ぐ。義に飢え、 渇く人々は幸 である彼らは充たされる。慈しみ深い人々は幸いである。彼らは慈しみを得る。心の清らかな人々は幸いである 彼らは神を見 だろう。平和を作る人々は幸いである。彼らは神の子と呼ばれる。義のために迫害される人々は幸いである。天の国があ らである。 （ギリシア語新約聖書、マタイ
5.1-10 ） 」
この説教についてルナンはこう付け加える。「彼の説教は野の香りに満ち、爽やかで、こころよかった。彼は花を好み、花からもっとも魅力ある を摘んだ。空 ぶ鳥、海、山、















このような野趣に富んだ詩的な表現を用いるところに野の詩人イエスの真骨頂がある。イエスがこのように野の詩人として 顔 持つならば、それは異教の詩人オルフェウス 相通じる部分がある。ローマ時代 人々がこのオルフェウスのイメージとイエスの メージを重ね合わせて見ていたことは驚きの事実である。『多文化空間のなかの古代教会―異教世界とキリスト教２』 なかで著者保坂高殿はこ ような事実を紹介する「ローマの幾つか カタコンベにはサン・ピエトロ大聖堂地下ユリウス霊廟 ヘリオス・キリストに比肩すべきオルフェウス・キリス
ト像が複数見られる。トラキアの英雄神オルフェウスは何も異教 装飾画だけに登場するわけではなく、キ スト教の墓地壁画にも、さらにユダヤ人の墓地壁画や会堂壁画（中略）にも描き出されており、このことは帝政期壁画美術の領域において異教、ユダヤ教、そしてキリスト教の境界線が流動的かつ不明瞭であったことを物語る。われわれは文字通り一つの多文化空間の中 足を踏み込んだわけである（同書、
p.140 ） 。 」










p.141 ） 。 」
『図説ギリシア神話』―英雄たちの世界篇で松島道也、岡部紘三は、この事情を次のように説明する。「四、 五世紀ごろ、たくさんの野獣や鳥類に囲まれたなかで竪琴を弾くオルフェウスを表した浮彫や絵が作られた。これはたんなるギリシア神話の情景ではなく、初期キリスト教時代における の表現であった。竪琴を弾く楽人は福音を説くイエス・キリストであり、周囲の動物はイエスの言葉に耳を傾ける信徒たちということになる。福音書のなかでキリストはよき羊飼いに譬えられ、多くの羊に囲まれて番をする羊飼い、あるいは羊を肩に背負った羊飼いの絵やモザイクや浮彫が多数発見されている。動物に囲まれた フェウスも同じような意味でキリストの象徴的表現だと考えられるのである（同書
p.67 ） 。 」
C
.G
. ユングはキリストを 「自己 （という元型） のシンボル」 だと言っている （ユング 『アイオーン』 邦訳
p.87 ） 。ユングはこう説明している。
「私が示そうとしているのは、どのようにして伝統的なキリスト像がある一つの元型の諸特性へと自分をひとつにまとめあげてゆくかということであり、その元型というのが自己の元型なのである（同書
p.87 ） 。 」
話を明確にするために創元社『ユング心理学辞典』から「自己」の定義をたどってみることにする。「自己―人のもっとも充実した潜在力と、全体としての人格の統一性の元型的イメージ。自己は人のこころの内なる統合原理として、
こころの生活における中心的で威信 ある立場を占め したがっ 個人の運命を握る。ユングはこころの生活を開く第一歩とし 自己を語るかと思えば、一方で自己の実現を目標のようにも取り扱う。自己は経験的な概念であり、哲学もしくは神学的論述 はない ユングは強調した。しかし ユングの考えと宗教的仮説と 類似性は 明確にする必要があっただろう。神イメージと 類似性を切り離して自己の概念は論じられない。その結果、分析心理学は、人間の宗教的性質を認め 自己 概念 進ん 受け入れ 者 、こ ような心理学的論述は受け入れがたいとする医者、科学者、 教条主義者とに、同時に出会うこ












テュアナのアポロニオスは主に奇跡を行ったという記録から、教会側に異教の徒にとってのキリストと受け止められていた。この と同じように、楽人オルフェウスもまた、異教のキリスト し 、カタコンベの絵や浮彫のモチーフとし
てイエスと同一視され、不死性や従僕の主として自然界に取り囲まれ甘美に人を誘惑する野の詩人を体現した存在となった。
これは余り指摘されない点であるが、バッコスの信女の怒りを買い、八つ裂きにされてしまうオルフェウス 攻撃誘発性は、イザヤ書
で殺される無力な羊と預言 たとされるイエスの最後と相通じる脆さがある。そういう負の部分の物語性 含めて、野の詩人イエスが動物たちだけでなく木立や岩をも歩み寄らせ 神秘性を持った楽人オ フェウス イメージと二重写しにされたと考えるとこ 同一視は一層意味深く感じられる。
音楽の力でこの世とあの世の境界を越えるオルフェウスという聖人像が古代に成立し、また奇跡を行うピュタゴラス派の神人テュアナ
のアポロニオスという異教の聖人像がキリストに似た者として写り、楽人オルフェウスもまた自然 自在に手玉に取り、この世とあ 世の境界を越えて不死性を獲得し、イエスの弁舌に匹敵する音楽によって永遠 誘惑者となってイエスの姿と同一視された。
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（四四）
